




Eﬀects of normobaric hypoxia exposure of diﬀerent concentrations on changes of 
abdominal fat mass and blood property in rats
Du Xia Hisao Fujii
Abstract
Thirty 9 weeks old male rats were divided into 3 groups (0m, 2200m, 2200m＋3500m)
each 10 rats, which were pair fed for 6 weeks. After 6 weeks, the rats were anesthetized
and drawn blood from abdominal portion of vena cava to determine blood property (RBC,
HCT, EPO and leptin). Weight were recorded every 3 days.
At the end of animal experiment the weight decrease signiﬁcantly between 0m and
2200m＋3500m (p<0.05). Abdominal fat decrease between 0m and 2200m＋3500m (p=0.082)．
RBC, HGB and HCT increased signiﬁcantly between 0m and 2200m＋3500m (p<0.05). EPO
did not show signiﬁcant diﬀerence. Under the hypoxia environment, the decrease of weight
and abdominal fat shows that the improvement of the capacity of transporting oxygen will
promote the possibility of lipid metabolism of peripheral tissue depending on the increasing
altitude. Leptin decreased signiﬁcantly between 0m and 2200m＋3500m. It is suggested lep‑
tin is aﬀrcted by dietary restriction.   
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The actual condition of Budo as the physical education at junior high school 
−The teaching method of judo in Miyagi Prefecture−
Michiyasu Hakojima Koji Saito
Abstract
Budo became required by the physical education class of the junior high school from 2012. 
It was brought into question that we stared without safety measures of the judo being
taken. 
We studied the implementation situation of the Budo in the Junior High School of Miyagi. 
It is as follows when I summarize the result.
1) The enforcement contents of the Budo class were 74.1% of judo, kendo 27.3%, Japanese
halberd 1.4%, Sumo, Karatedo, Shorin ji kempo 0.7%. There are more classes of the kendo
than study of 2010. Spread of Federation of Miyagi Kendo activity inﬂuences this.
2) Polite, posture, engagement positioning, breakfall and ground techniques are guided at
all the schools. Throwing techniques is guided in the junior high school of 42.9%. There
is a feature of doing breakfall so as not to do the throwing techniques.
3) The guidance of “Polite” is used as a content of the safety guidance of the judo.











































































































































































































































平成 24年 11月に宮城県内 S中学校の柔
道授業を見学した。当日は S市の研究授業
日であり、指導主事らの参観し、指導が実施
されていた。研究主題は「言語活動を位置づ
けた授業づくりを通して」で、お互いが指
摘、批判し合う活発な言語環境がみられた
授業であった。
（３）武道（柔道）研修会参加
平成 24年６月に宮城県内 S市教育委員
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会が主催した中学校教員対象の中央伝達研
修会に参加し資料収集をおこなった。
３）文献による柔道授業の事例の収集
（１）中学校学習指導要領における武道（柔
道）の変遷
昭和 34年から平成 20年にかけての中学
校学習指導要領の変遷をまとめた。
（２）柔道授業の指導内容（安全指導と伝統
的な考え方・伝統的な行動の仕方に
ついて）
指導内容の中で特に安全指導と伝統的な
考え方・伝統的な行動の仕方について、『中
学校学習指導要領解説』『柔道指導の手引
（三訂版）』『全日本柔道連盟　柔道授業づく
り教本』および先行研究された文献から、実
態調査に関連させて考察をおこなった。
全日本柔道連盟の『柔道授業づくり教本』
では、「練習の主な目的は、相手を勢いをも
って倒すことであり、この目的のために投
げ技の技術を磨く」とされ、「この練習の過
程で投げられることに苦痛を感じたり、怪
我をしたりするとお互いにその目的が達成
できなくなる。」として柔道は「倒れ方、転
び方」からはじめるとしている。さらに、「受
け身をお互いにとる」ことが「謙虚な姿勢」
の習得につながるとしている。これは投げ
技あっての受け身であり、それが「謙虚な姿
勢」として心身の鍛練にもつながるとして
いる。（文部科学省, 2013）「相手が怪我をし
ないように」「相手が受け身をとれるよう
に」と考え技をかけることこが「相手を尊
重」することになり「伝統的な考え方」「伝
統的な行動の仕方」の指導に結びついてい
く。
今回の調査において、武道授業の「伝統的
な考え方」「伝統的な行動の仕方」について
は、多くの学校で「礼法」が扱われ、座礼、
立礼、道場への礼などの指導がされていた。
しかし、礼は武道をおこなう場面での特別
なものではなく、授業のはじまりにおこな
われる「起立、礼、着席」の礼と、武道のは
じまりにおこなわれる「正座、黙想、礼」な
どといった一連の動作の目的には何ら変わ
りはない。
中村によれば、「礼法」は明治末期から大
正期にかけて集団を統率する方法として作
られた作法であり、この一連の作法を「伝統
的な行動の仕方」と結びつけないほうがよ
いとしている。（中村, 2010）「礼法」に関し
てはその動作のみならず、相手に対する礼
と道場への礼、また自分自身に向けた礼な
どがあることを指導し、形式だけでなくそ
の意味を理解させるよう指導されなければ
ならない。「礼法」は「相手を尊重する態度・
考え方」と関連し、指導することにより、投
げ技の取りは引き手を上方に引き上げると
いう動作と結び付けて指導することができ
る。
５．結論
１）宮城県における武道（柔道）授業の実
態
（１）武道授業の実施状況
実施内容は、柔道 74.1％、剣道 22.4％、そ
の他として、なぎなた 2校、相撲、空手道、
少林寺拳法が各１校であった。これを全国
の実施状況（柔道 64.1％、剣道 37.6％）と比
較すると、柔道の実施が多かった。（毎日新
聞, 2012）また、斎藤らによる平成 21年度調
査結果から比較すると剣道が有意に増加し
ている。このことは平成 21年度から実施さ
れた、宮城県剣道連盟の普及活動の成果と
考える。
実施内容を決定する要因としては、武道
場設置の有無や柔道畳等の施設と用具の有
無が大きく影響している。施設・用具に関
しては、学校間格差がみられ、特に武道場が
設置されていない学校では柔道畳の準備で
時間が割かれて、それが指導内容にも影響
している。指導教員の段位保有状況は、保健
中学校における武道授業の実態に関する研究
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体育科教員全体の内、初段が 27.2％で二段
以上は 11.1％であった。段位保有状況を考
慮し、現状にみあった講習内容の提案が望
まれる。
（２）柔道の指導内容と問題点
柔道の指導内容として、礼法、姿勢・組み
方などの基本動作と受け身、固め技はほぼ
全ての学校で実施されていたが、投げ技は
42.9％に留まった。投げ技を実施しないこ
とは、習得した受け身を使う場もなく、体系
的に学習がおこなわれているとはいえない
であろう。安全対策としては、投げ技や受け
身の際にマットの使用をしている学校が多
い。また、伝統的な考え方・行動の仕方の指
導である「礼法」は安全の確保にも繋がって
いる。実施上の問題点としては、施設・用具
の不備、指導上の問題があげられた。武道場
の有無は授業内容や安全面にも影響し、柔
道衣の準備に関しての負担や、衛生上の問
題があり、学校間での格差がみられた。武道
授業に関わる用具については地方交付税か
ら予算が措置されているが、施設も含めた
環境条件の整備は喫緊の課題といえる。指
導内容については女子生徒への指導法、安
全と指導内容の問題があげられ、特に投げ
技の指導内容について制限がされていた。
２）宮城県の武道（柔道）授業への提案
先行研究からは、柔道の本質は投げ技に
あることがうかがえる。しかし、その指導に
ついてわからないという不安をもつ指導者
も多くみられ、柔道がもつ本質的な価値を
伝えられていない現状がみられた。そこで、
本研究のまとめとして安全な投げ技を中心
とした柔道授業について提案する。
（１）柔道授業の単元計画案と指導案
「安全な投げ技と受け身の指導」に重点を
置き、中学校第１学年および第２学年の柔
道授業の単元計画案と第１学年の指導案
（10時間）「効果的で安全な柔道授業案」を
作成した。作成にあたっては、以下の事項を
前提とした。
単元計画と指導案は、第１学年が礼法と
安全に投げ技の約束練習ができるまで、第
２学年は固め技と投げ技の自由練習ができ
箱島ほか
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・だれにでもできる内容にする
体力的要素を考慮する。女子生徒でも
できる内容を指導する。
・投げ技は必ず実施する
柔道をおこなうために受け身を習得す
るのであって、受け身だけの内容は柔
道ではない。投げ技と受け身は同時に
指導する。
・受け身が取りやすい技とし、技の上達
を目的としない
相手が受け身を取れるように安全に投
げる。それが、「相手を尊重する態度と
考え方」の指導につながる。
・基本動作、受け身、投げ技など関連性を
考慮する
柔道の構造を理解するためには、個々
の技術を関連付けるがことが重要であ
るが、限られた時間で効率よく指導す
る必要がある。学習指導要領解説の例
示に基づき、特に以下の技術について
体系的に指導する。
（基本動作）組み方・姿勢、崩し、進退
動作
（受け身）後ろ受け身、横受け身、前回
り受け身
（投げ技）出足払い、小外刈り、支え釣
り込み足,体落とし、大腰
（固め技）袈裟固め、横四方固め、上四
方固め
（相手を尊重する態度）礼法、引き手を
上方に引く
・器械運動を柔道の前の単元で実施する
受け身の導入として、マット運動の回
転する運動で感覚を養う。
